
国有林

矢本海岸では、
民有保安林の防潮堤復旧により防災機能を確保しつつ、国
有保安林（民有保安林）の用地幅に基づいて生育基盤となる
盛土を実施し、津波に対し根返りにくい健全な海岸防災林を
再生します。

民有林
防潮堤

一刻も早い災害復旧・復興のため、国有林野内直轄治山施設災害復旧
事業の実施についてご理解とご協力をおねがいします。

北上運河 農地

海海 岸岸 防防 災災 林林 のの 復復 旧旧
国有林野内直轄治山施設災害復旧事業

平成２３年３月１１日、
午後２時４６分頃、三陸沖を震源とする我が

国災害史上最大級Ｍｗ９．０の巨大地震が発
生しました。
余震を含め震源域は三陸沖～茨城沖にかけ
て全長約450km、幅約150kmの範囲に集中し、

この地震で発生した断層面のすべり量は最大
20m以上と、かつて経験したことのない大規模

な地殻変動を伴いました。

巨大津波の発生
この地震に伴い、大規模な津波が発生し、最

大で内側へ６kmにわたり浸水。岩手県三陸南

部、宮城県、福島県浜通り北部では津波の高
さが８～９ｍに達し、１８９６年・明治三陸地震
の津波をも上回る遡上高４０.５ｍ（岩手県宮古
市）を記録。 これに伴い、震源に近い東北地

方太平洋沿岸部では巨大津波が甚大な被害
をもたらしました。

林 野 庁 東 北 森 林 管 理 局
宮 城 北 部 森 林 管 理 署
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林野庁東北森林管理局では、
ただちに、被害状況を調査し、応急対策・物

資および人的支援を実施すると共に、国有林
用地を仮設住宅用地や一時的な瓦礫置き場と
して提供してきました。
海岸防災林は、国有林、民有林内ともに広域

かつ甚大な被害を受けました。
このため、林野庁東北森林管理局は、平成２

３年度から東松島市の矢本海岸において国有
林野内直轄治山施設災害復旧事業に着手す
ることとしました。

東北地方太平洋沖地震と巨大津波の発生

未曾有の巨大地震と津波は、
広域かつ甚大な被害をもたらし、１万６千名を越

える尊い人命が奪われました。行方不明、負傷者
を合わせると２万５千名を越える人的被害が確認
されています。
さらには人家のみならず、道路や鉄道をはじめ

とするあらゆるライフライン、工業・農林水産業を
はじめとする産業が壊滅的な被害を受けました。
ライフラインを含む社会基盤・建築物など、施設

ストックの被害総額は１６兆９千億に至ると推計さ
れています。（内閣府発表）

また、広域的な地殻の変動に伴い、
東南東方向へ約５．３ｍ動き、約１．２ｍ沈下す

るなど、北海道から近畿地方にかけて広い範囲で
の地盤の変動が観測されました。
宮城県東松島市の矢本海岸周辺でも約４０ｃｍ

の地盤沈下が確認されており、今後の被害拡大
が懸念されています。

東日本大震災の被害概要

。



航空自衛隊松島基地

石巻港

災害復旧計画箇所
防潮護岸工、盛土工
※平成24年度着手予定

矢本海岸では、
東松島市では、津波により市面積の３６％が浸水し内陸側に５ｋｍ

以上に及ぶ浸水被害が確認されました。
また、大曲浜地区では、住宅地や周辺農地等を中心に壊滅的な被

害を受けました。

海岸防災林の被害は、
海岸防災林（国有林）約１０４ｈａほぼ全域において浸水被害を受け

るとともに、一部は水没するなど海岸防災林に多大な被害を与えまし
た。

－ 被 害 の 概 要 － － 空 か ら 見 た 被 害 状 況 －

当地区の地域特性は、
海岸防災林の背後周辺には、航空自衛隊松島基地、石巻港や大曲浜漁港・漁業施設などが海

岸付近に集中しています。このため当地区では市道や農地などの保全のみならず、地域の安定的な
経済活動再生へ向けた復旧・復興が重要な課題となっています。
従って、今後の被害拡大を防ぐためにも、海岸防潮施設の復旧対策に併せて海岸防災林の早期

復旧の必要があります。

－ 矢 本 海 岸 の 地 域 特 性 －

東松島市の浸水範囲

海岸防災林

海岸防災林の水没や防潮護岸倒壊の状況

海岸防災林の配置状況

海岸防災林復旧予定箇所
盛土工、植栽工

※平成25年度以降着手予定
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